
堀♯正明回顧展
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遠±れた作品 ～ 堀♯正明
｢絵ガ生きるこ との すべて だっ た ｡ 絵 しかない ｡ だ

■ら患｣ ｡ 堀井

さん のご実家へ伺っ た際､ ご家族ガ開口
一

番にあ⇒しや 錦善蛍です｡ 細 保管
の ため に建て られた倉庫

一

杯､ さらには家の 中lこも彪犬な壷の作品群恋遺され
いるか のよ

これは是非､ 後世に残 してあきたい ､ 遺してあ< べ曹碓高麗モ確

かの美術館｣ に全作品を収蔵するにいたりました ｡

てあり､ 今なぉ堀井さん のエ ネルギ
ー

ガ､ その営み牢統町子 で した

しぴり

見つ什られた作品 ～ 昇華する魂
遺された彪大な作品群のすべて を整理 して い たとこう ､ 今ま で

か っ た作品ガさらにあるこ とガ分かりました ｡ それらの 1 0 0 呈大の亨
木枠から外され､ 1 0 数枚まとめて ロ

ー

ル状にな っ ていま した ｡

院する直前の時期に描かれたと思われるこ れら油彩画は ､ かなり

を崩して いた時期に描かれたの では ､ と推察されます｡ 本人はもち

神的に調子
ー

境だ っ た で しょ うガ､ ご家族もどれほど大変だ っ たこ とかと思います ｡
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厚生亘る事のすペてだ っ た
し､ その中にあっ て ､ 堀井さんは描かずにはいられなか っ た ｡ ご家族の ｢ 絵

てだ っ た｣ という言葉は ､ こ の困難な時期を経験したからこそ必須に出現

徴的な言葉なのだと思います｡ 堀井さんは単に ｢絵を描いて生きた｣ の で査
はな< ､ 苦難 ･ 苦境の 中【こあ っ て も｢ 絵を描< こ とを生きた｣ のだというこ とは､

これらの作品から､ 切実さをともなっ て ヒシ ヒシ と伝わ っ て < るの で す｡

(平川病院､ 宇野学さんの言葉から抜粋)

都築 響 -

1 9 5 6 年､ 東京生まれ｡ 7 6 年から 8 6 年までポパイ､ ブル ー

タス誌 で現代美術､ 建築､ デザイン､ 都市生

活などの記事をぉもに担当する ｡ 8 9 年から 9 2 年にかけて､ 1 9 8 0 年代の世界の現代美術の動向を包括

的に網羅した全 1 0 2 巻の現代美術全集 『ア ー

ト
･ ラ ンダム』 を刊行｡ 以来現代美術､ 建築､ 写真､ デザ

イン などの分野での執筆活動､ 書籍編集を続けて いる ｡ 1 9 9 3 年､ 東京人の リアルな暮らしを捉えた

『T O K Y O S T Y L E』 刊行｡ 1 9 9 6 年発売の 『R O A D SI D E J A P A N』 で案 2 3 匡巨 木村伊兵衛賞受賞｡ 現在も

日本あよび世界のロ ー ドサイドを巡る取材を続行中である｡ 出版､ T V 出演､ 講演等多数｡

宇野 学
平川病院< 造形教室 > スタ ッ フ｡ 栗京精神科病院協会 ｢心のア

ー

ト展｣ の中心スタッ フとして ､ 堀井さ

んの作品lこ深< 関わる｡




